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2．食品の摂取状況

－乳・乳製品の摂敢はややもちなおす－

昭和61年調査における全国平均1人1日当たり食品群別摂取状況は表3のとおりである。前年に比べ

て，動・植物性食品とも食品群間には多少の増減はみられるものの，全体的にはほぼ横ばいである。

　また，昭和50年以降の年次推移をみた場合，植物性食品については図5のとおり，米が依然として減

少傾向にあり，最近では果実類の減少が目立っている。一方，動物性食品については図6のとおり，2年

連続減少していた乳・乳製品がわずかにもちなおし，その他の食品群についてはほぼ横ばい傾向である。

　　　　　　　表3　食品群別摂取量の年次推移（全国平均1人1日当たり：g）
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図5　食品群別摂取量の年次推移（植物性食品）
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図6　食品群別摂取量の年次推移（動物性食品）
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